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オンラインで





成分中の「脂肪球」を


砕く処理�（ホモゲナイズ）


していない


より生乳に近い牛乳





今週までです！





チョコ工房＆カフェ建設カンパ





０１４





一口　５００円





０１５





一口　２００円





GC「tsuyasara（つやさら）」








娘と一緒に使ってみました。濡れた髪に1プッシュで十分しっとりとうるおいが続きます。使った次の日はしっとりまとまりスタイリングが楽です♪


手のひらに余ったクリームがそのままボディーやハンドケアの保湿に使えるのがオススメポイントです。





2021年11月16日(火) 出雲地区委員会は『from ネグロスセミナー　〜カカオ編〜』をオンライン（Zoom）で開催し、13名の参加がありました。


APLA事務局長の野川未央さんを講師にお迎えし、フィリピン・ネグロスとの出会い、インドネシア・パプア州のカカオ生産者さんとの出会い、そしてパプアのひとたちの想いや新たな挑戦についてお話していただきました。「児童労働のないカカオで作られたチョコレートは買えませんか？」と願う組合員さんと、経済的自立を願うパプアの人たちの出会いから、カカオの民衆交易物語が始まりました。日本との交流が始まるまで、パプアの人たちはカカオがチョコレートになることを知らなかったそうです。パプアのカカオ生産者さんたちは、良いカカオを作るためにカカオ畑の手入れをして、日々努力と工夫をされています。そして新たな挑戦としてBean to Barチョコレート（カカオ豆からチョコレートバーになるまで一貫して製造を行うこと）を東ジャワ・カカオ研究所で製造し、パプア、インドネシア各地、日本で同時発売されたそうです。








パプアからの動画メッセージも届き、コロナ禍で日に暮らす私たちと直接の交流が出来ないことをとても残念に思っておられる気持ちが伝わってきました。コロナが終息したら、パプアで運営している「チョコレート工房＆カフェ」に実際に行ってみたいと思いました。


グリーンコープが大切にしている民衆交易とフェアトレードの違いについても学びました。フェアトレードは公正な貿易。民衆交易は、モノを通じてつくる人と食べる人とが交わり、共に支え合う関係を作っていくことです。





寒いこの冬に、ホッとひと息、パプアのカカオ豆生産者さんに想いを馳せながら、パプアのチョコレートをいただいてみてはいかがでしょうか（＾＾）











